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不正咬合
１．不正咬合とは 

不正咬合の定義については、多くの研究者がそれぞれの認識に基づき、様々な主
張を繰り返しております。そのため、不正咬合は、今後議論を重ねて統一見解が求
められる専門用語の一つです。
多くの定義の中で、保母須弥也先生の咬合学事典に記載されている以下の定義
がもっとも分かりやすいと思われます。

「顎顔面、歯などが、何らかの原因でその形態と発育と機能に異常をきたし、その結
果、正常な咬合機能を営み得ない咬合状態の総称をいう」
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２．不正咬合の分類方法
Angle、Piper、Dawson による方法があります。

１）Angleによる形態的不正咬合の分類
Angleによる不正咬合の分類は、形態的不正咬合を分析する

うえで適しており、矯正歯科治療の診断に応用されます。
しかし、顎関節との関係は無視されており、顎関節の病気

の診断には適しておりません。

不正咬合
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２．不正咬合の分類方法

２）Piperによる顎関節障害の分類
顎関節の状態を分類する方法として、Piperの分類があります。この分類
は、疼痛、関節雑音の種類とタイミングあるいはロック状態により、顎関節内
部（内側極・外側極）の状態を分類する方法です。顎関節包内の状態を分析
する際に利用します。

不正咬合
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２．不正咬合の分類方法

３）Dawsonによる機能的不正咬合の分類
Dawsonによる機能的不正咬合の分類は、顎関節の機能とりわけ中心位を
ベースにして機能的不正咬合状態を分類しております。すなわち、顎関節と咬
合を関連付けた分類と言えます。咬合病の咬合分析にはもっとも有用と考えら
れます。
Dawsonによる機能的不正咬合の分類について、さらに詳しく解説します。

不正咬合
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右の図が示すように、中心位と咬頭嵌合位の正常な関
係は、歯が咬頭嵌合位にて咬頭と窩が適切に勘合した
際、下顎頭が下顎窩の中心にて安定している状態です。
機能的には、閉口筋が収縮しても、下顎は水平方向に
移動する力を受けることなく安定した咬合を営むことがで
きます。

３．歯と咀嚼筋と顎関節の正常な関係

１）中心位

機能的不正咬合の分類について解説する前に、歯と
咀嚼筋と顎関節の正常な関係について解説します。

不正咬合
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右の図が示すように、下顎を側方に動かした
際、歯と咀嚼筋と顎関節の正常な関係は、作業
側の犬歯（前歯、臼歯頬側咬頭）が接触して平衡
側の臼歯が接触せず、作業側の外側翼突筋が弛
緩して平衡側の外側翼突筋が収縮し、作業側の
下顎頭が関節窩の中心にて安定して平衡側の下
顎頭が前方にスライドする状態です。
機能的には、下顎を側方に動かして犬歯で糸や
肉をかみ切ることができる状態です。

３．歯と咀嚼筋と顎関節の正常な関係

２）下顎側方位

不正咬合
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右の図が示すように、下顎を前方に突き出した際、歯と咀
嚼筋と顎関節の正常な関係は、上下顎前歯が接触して臼歯
部が接触せず、左右の外側翼突筋が収縮し、左右の下顎頭
が前方にスライドする状態です。
機能的には、前歯で麺類を噛み切ることができる状態です。

３．歯と咀嚼筋と顎関節の正常な関係

３）下顎前方位

不正咬合
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４．Dawsonによる機能的不正咬合の分類 

機能的不正咬合は、違和感やブラキシズムを生じさせ、様々な器官に障害を引き起こ
します。そのため、機能的不正咬合を取り除くことにより、患者は健康な咀嚼機能を取り
戻すことが多いのです。
機能的不正咬合は、以下に示す咬合干渉の種類により原因別に分類できます。
（※咬合干渉とは、正常な下顎運動を妨げる上下顎の歯の接触です。）

１）中心位咬合干渉（下顎頭が前方に動く力を受ける）
２）中心位咬合干渉（下顎頭が後方に動く力を受ける）
３）下顎側方位平衡側の咬合干渉
４）下顎側方位作業側の咬合干渉
５）下顎前方位の咬合干渉

不正咬合
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右図の赤丸じるしが示すように、下顎中心位において、下
顎の歯の咬頭が上顎の歯の近心斜面上に接触している場
合、閉口筋が収縮すると下顎は前方に移動する力を受けま
す。したがって、下顎頭が下顎窩の前壁を圧迫し、外側翼
突筋が収縮することになります。このとき、斜面の早期接触
部を削合することにより、閉口筋が収縮しても下顎頭が前
方に移動する力を受けることがなくなり、ロングセントリック
が形成されます。

４．Dawsonによる機能的不正咬合の分類
中心位の咬合干渉とロングセントリック

１）中心位咬合干渉（下顎頭が前方に動く力を受ける）

不正咬合
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右図の赤丸じるしが示すように、下顎中心位において、下
顎の歯の咬頭が上顎の歯の遠心斜面上に接触している場合、
閉口筋が収縮すると下顎は後方に移動する力を受けます。
その結果、下顎頭は下顎窩の後壁を圧迫して、円板後部組
織が障害を受けることになります。このとき、斜面の早期接触
部を削合することにより、ロングセントリックが形成され、下顎
頭が後方に移動する力を受けることがなくなります。

４．Dawsonによる機能的不正咬合の分類

中心位の咬合干渉とロングセントリック

２）中心位咬合干渉（下顎頭が後方に動く力を受ける）

不正咬合
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下顎を横に動かして作業側の犬歯
で噛もうとしても、右図の赤丸じるし
が示すように平衡側臼歯の咬合干渉
により、作業側上下顎の犬歯同士を
接触させることができない状態です。

４．Dawsonによる機能的不正咬合の分類

３）下顎側方位平衡側の咬合干渉

不正咬合
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下顎を側方に動かして作業側の犬歯で噛もうとして
も、右図の赤丸じるしが示すように作業側の下顎臼歯
舌側咬頭あるいは上顎臼歯頬側咬頭に咬合干渉が生
じ、作業側の犬歯が接触しない状態です。
この機能的不正咬合は、下顎臼歯の舌側咬頭あるい
は上顎臼歯の頬側咬頭が高すぎる場合に生じ、歯ぎし
りを誘発します。治療は比較的容易で、下顎臼歯の舌
側咬頭あるいは上顎臼歯の頬側咬頭を削合することに
より解消されます。

４．Dawsonによる機能的不正咬合の分類

４）下顎側方位作業側の咬合干渉

不正咬合
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この機能的不正咬合は下顎を前に突き出したと
き、右図の赤丸じるしが示すように臼歯が接触し
て前歯が接触しない状態です。この不正咬合が存
在すると前歯で麺類を噛み切ろうとしても噛み切る
ことができなくなります。その結果、強い歯ぎしりを
生じさせ、様々な障害を引き起こすことになります。

４．Dawsonによる機能的不正咬合の分類

５）下顎前方位の咬合干渉

不正咬合
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次回の項目は、歯科開業医の談話室26番目「咬合分析」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。

不正咬合
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